
今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

地域と繋がる
施設を目指して

小規模多機能型居宅介護施設「楽楽心（ららはーと）」

での日常風景やイベントの様子をお伝えします。

■地域交流課　☎２－２７２２

バーベキュー
今年２度目となるバーベキューを行
いました。天候に恵まれ、利用者様
全員が外で食事をとることができま
した。傘を使用して影を作り、熱中
症対策を行いながら今年最後のバー
ベキューを楽しむことができました。

敬老の日御膳
日頃の感謝を込めていつもより少し
豪華な敬老の日御膳を召し上がって
いただきました。
美味しい食事に笑顔の飛び交ういい
食事会となりました。

９月

運動会
利用者様だけでなく、職員も参加の
運動会を行いました。
開会式から始まり、体操、ぐるぐる
バット、特別ルールのサークルボー
ルなどを行いました。グループに分
かれて楽しく話をしながら昼食を食
べ、午後からはパン食い競争と軽い
体操を行い、閉会となりました。「楽
しかった」「久しぶりにこんなに身体
を動かした」との声を頂きました。

流しそうめん
少し寒い日でしたが、楽楽心のウッ
ドデッキスペースにて、毎年恒例の
流しそうめんを行いました。次から
次に流れてくるそうめんにつられて
いつもより箸が進み、猿払の短い夏
を感じていただく事ができました。
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井上さんは、浅茅野台地で生まれ育
ち、猿払村で長く酪農を営んできま
した。72 歳になった今も、有限会
社北の大地の代表として働いている
現役の酪農家です。また、平成３年
から３期 12 年の間、村議会議員を
務められるなど、村の発展のため多
くのご尽力をいただいる方でもあり
ます。

北の大地は、平成 15 年に設立され
た法人で、いとこ同士の３戸の農
家により構成されています。現在
830 頭ほどの牛を飼育しており、
搾乳量は、北海道の農家の中で 82
位だそうです。

北の大地を設立した当時は、周囲に
共同経営を行っている酪農家はあっ
たものの、法人化まで進めていると
ころはなく、手探りで法人化を進め

ていったそうです。実際に搾乳を開
始したのは平成 17 年からで、現在
16 年目。法人化を進めるにあたり
大事なことは、地元のやり方が一番
合っていると思うので、まずは地元
を見て学ぶこと。それでも足りない
部分は他の地域を見るのが一番良い
と語ってくれました。

そんな井上さんの趣味は、機械いじ
りで、トラクターなども簡単な不具
合であれば自分で直すそうです。
もっとも、今はトラクターもオート
マになったため、簡単にはいじれな
いそうです。

漁業や酪農業といった基幹産業を軸
に地域づくりを進めていってほしい
と語ってくれた井上さん。若者へは
自分の言動に責任の持てる人間に
なってほしいと語ってくれました。

川谷さんは、小学 1 年生の頃から
剣道を始めたそうで、中学校でも
剣道部に所属して頑張ってきまし
た。部活動を通して礼儀や人との
関わり方を学んだとのことで、学
校生活の中でも、友人に挨拶をし
た時にしっかりと返してもらえる
など、良い関係が築けていると答
えてくれました。

中学校での思い出は、２年生の頃
の中体連で優勝し全道大会に出場
したこと。出場に向け、自分のプ
レーの癖を直し、どんな場面でも
一本を取るために、毎日研究を重
ねたそうです。

学校生活では、全校生徒がより良
い学校生活を送れるように、生活
常任委員長として、「外から戻った
ら必ず手洗いうがいを行う」など

の目標を定めたり、校舎内の時計
を合わせたりするなどして頑張っ
てきたと言っていました。

これからは、高校受験に向けた勉
強に力を入れていきたいと考えて
いるそうで、しっかりと計画を立
て、合格に向け頑張りたいと力強
く答えてくれました。

猿払村の好きなところを聞いてみ
ると、自然が豊かで、星が綺麗な
ところと言っていました。田舎な
らではの良いところがあると感じ
ているようです。

将来は、元気な大人になりたいと
考えているそうで、船員として力
になれる漁師を目指し、高校での
免許取得に向けて頑張っていきた
いと力強く答えてくれました。

体の動く限り現役

船員として力になれる漁師に
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